
業務の実績の説明

補助対象事業の名称（補助事業者名）

QRコー ドとマシンビジョンによる視覚障碍者の歩行誘導サ ービスの研究開発（プログ
レス・テクノロジー ズ株式会社）

補助対象事業の概要

【研究開発の全般について】

①補助対象事業の概要 自動運転カー も複数のセンサーからの情報を融合するこ
とで自動運転の実現を目指しているが， 本研究開発にお
いて はQRコー ド， カメラなどからの情報を融合すること
で視覚障碍者の移動を支援する歩行誘尊サ ー ビスの開発
を目指す ． 特にGPSが使えない地下鉄網でローコストで
実装可能なシステムから開発する

②補助対象事業の目標 地下鉄の駅構内に設箇したQRコー ドからの情報とメガネ
型ウェアラブルデバイスから得た情報をスマ ートフォン
で統合し， クラウドサー ビスを利用しながら， 道案内，

駅構内情報， 危険回避を実現する．

③研究開発期間 平成2 9年度～令和元年度

④補助金（前年度までの累
計）

21, 745 千円

【令和元年度実施部分について】

⑤令和元年度補助金 1 0, 1 5 7 千円

⑥研究開発の実施内容 ・マシンピゾ3ンの1ーザ ーインター7ェイス開発・評価
・マシンビジ妙とナビゲ ー注ンシステムの連携

・東京メトロの駅構内での実証実験

【令和元年度実施部分における研究開発課題の成果や評価結果について】

⑦研究開発の成果 ウェアラブルカメラデバイスの主な動作原理を検討
し， 主要なハー ドウェアコンポ ー ネントを選定し， ハー

ドウェア及びソフトウェアを開発することで， iPhoneへ
カメラからのビデオ画像とIMUのデー タを送信できる，
実用可能なデバイスが完成した．

物体検出と距離計測（深度推定）をiPhone単体で行え
る機能も実装した これによりオフライン環境でもマシ
ンビジョンが使用できる．

iPhoneの背面のカメラを使用し， 周囲の環境をスキャ
ンすることで点字ブロックを検出し， 音により点字ブ
ロックに誘羽する機能も開発した

昨年度は，QRコ ー ドを使ったナビゲーションシステム
がそもそも有用かということを確認するために， 構造が
シンプルで比較的乗降客も少ない有楽町線辰巳駅で実証



実験を行った．今年度は，大きくは以下 2点を目的とし
て，有楽町線新木場駅と辰巳駅の 2駅を使い実証実験を

実施した（東京メト ロはこれを本格的な展開に先立つ最

終検証と位置付けた）．

①視覚障がい者のより現実的な利用シーンを考慮し

て，電車への乗降を含むホームドアのある 2駅間の

移動が独力で問題なく行えるかの検証を行い， 一般

公開に耐える実用性を確認すること

② 駅全体に QRコードを設置するのに要する時間の測
定および効率的な設置方法等の検討

この結果を受け，東京メトロとしては本システムを順

次駅に導入していくことを決定した

⑧研究成果の応用状況， 東京メト ロの辰巳駅，新木場駅，北参道駅，明治神宮前

利用状況 駅には既に QRコードが設置されている コロナ問題によ
り計画の実施が遅れる可能性はあるが、延期されること

になったオリンピックが開催される前に，関連駅への導

入を目指している東京都交通局， JR東日本， JR西日本
でも実証実験実施の検討が行われている

⑨論文数 0件 ⑩被引用論文数 0件

⑩特許申請件数（国内） l件 ⑫特許取得件数（国内） 0件

⑬特許申請件数（海外） 0件 ⑭特許取得件数（海外） 0件

⑮受賞数（国内） 0件 ⑯受賞数（海外） 0件
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